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効率的バｲｵエタノール生産に向けた発酵阻害因子

耐性酵母の分離･育種と固定化酵母利用技術の開発

稲わら等未利用バイオマスからのエタノール生産はエネルギー不足解消の大きなポイント

になります。バイオエタノールの効率的な生産を目標に研究を進め、新たな発酵阻害因子耐

性酵母の分離･育種や､固定化酵母の利用技術を開発することによって､目標を達成しました。

発酵阻害因子耐性酵母は光硬化性樹脂を用いて包括(固定化)した後、前処理した稲わら及

び分解酵素とあわせて同時糖化発酵を行います。発酵終了後、固定化担体は回収して再利用

します。
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発酵工程で発酵阻害因子（ストレス）耐性酵母を利用することにより、生育や発酵の遅延がなくな

り、エタノール生産性の向上が望めます。

塁乳酸を利用した雑菌汚染低減化技術 ’
バイオマス糖化液の発酵においては雑菌汚染が課題となっています。糖化液に乳酸を添加すること

で、雑菌の増殖を抑制し、乳酸耐性酵母や固定化酵母を利用することでエタノールを生産することが

できます。
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÷酵母の み

→一酵母十雑菌

－←酵母のみ

÷酵母十 雑菌

720 2448

培養時間(h)

720 2448

培養時間(h)

乳酸を添加しなかった場合(左)および乳酸を添加した場合(右）

20％稲わらの同時糖化発酵では、0.8％程度の乳酸を添加し、固定化酵母で発酵します。

’e･固定化酵母を利用した稲わらの連続同時糖化発酵技術
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20％稲わらを2時間部分酵素糖化した後に固定化酵母

で発酵した。

24時間発酵した後、固定化酵母を回収し、次の発酵に

使用した。
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発酵時間(h)
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稲わらの連続同時糖化発酵試験

部分糖化した稲わらと固定化酵母を使用して、安定的な連続同時糖化発酵を行うことができます。

固定化酵母の使用により、理論収量の95％以上のエタノールを生産することができました。
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